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雨が 降って 暗い 昼間であった。 堀に は 汚水が いっぱ 

い 溢れて ゐた。 床屋 を 出て 雨傘 を 低く 差し かけ、 刈つ 

て 貰った 短い 髪の毛に さはりながら 歩いて ゐ ると、 後 

から びちゃびちゃ 汚水 を はねて、 「おばさん！」 と 言つ 

て 走って 来る 子供が あった。 

「何？.」 

振り かへ ると、 赤と 青の 床屋の ねじ 棒が、 眼に 浸み 

る やうな 色で ぐるりぐ るリ 床屋の 店先き に 廻って ゐる 

処 から、 汚れた 紺 飛白 を 着て、 ゴム 長 を はいた 小さい 

男の子が、 にこに こ 笑 ひながら 走って 来た。 

「なァ に？」 



をた て、 白い 飛沫 を あげて ゐる。 私 は、 歩きながら、 

呆ん やり 堀川の 流れ を 見て 歩いて ゐた。 腹の 中で は、 

マ J の 子供が 、 わざわざ 自分 を 呼びと めた ことに こだわ 

り、 太々 しい 子供に 何 か 一矢む くひて やりたかった。 

「貴方が さう 言って 歩く と、 誰 だってお 金 を くれる で 

しょ？」 

「 …… 」 

「私 は、 情ぶ かくはな いの だから 駄目よ」 

「どうして？」 

「どうして つて、 貴方の 言 ふこと 噓だ かも 判らな いぢ 

やない の、 大人の 私に は、 十 銭 だの 五 銭 だの 何でも あ 



がら も、 いいこと をした とよろ こんで ゐ たのであった 

だが、 一緒に 歩いて ゐる此 子供 は、 花屋の 前で 逢つ 

た 子供よりも 一 一 ッ三ッ 〔# 「ニッ 三ッ」 は ママ〕 小さくて 

話 は あの 子供より こみい つたこと を 言 ふので あった。 

「僕 はおば あさ んの 家へ 貰 はれて 行った ン だ けどね。 

毎日 いじめる ン だもの、 傘の 修繕 屋 なんだ よ。 お金な 

ン かない ン だよ」 

私 は、 そっと 十 銭 玉 を 掌に 出して、 この 子に 何時 渡 

してよ いの かと 考 へて ゐた。 こんな 厭な 子供に、 金 を 

やる なんて いまいま しいと 思った。 コンク リ— トの橋 

を 渡る と、 赤い 看板 を 出した 煙草屋が あった。 私 は 急 



ひにくと、 その 日 はふと ころがと ぼしかった。 三 円の 

会費な ので、 どうしても 四 五 円 は ほしかった。 私 は 心 

安い 女友達に 借りに 行かう と、 道まで 出た のであった 

が、 その 女友達の 留守の 場合 は 〔# 「場合 は」 は ママ U 考 

へる と、 私 は、 雨の 道 を 行ったり来たり する のが 面倒 

なので、 売れさうな 本 を 五六 冊 書棚から 抜いて メ リン 

スの 風呂敷に 包み、 駅の 方へ 歩いて 行った。 女友達 は 

この 雨の 中 を 朝から 外出して ゐて 留守であった ので、 

私 は、 重い 本 を ぶらさげて、 行きつ けの 本屋へ 行った。 

本屋の 若い 主人 は、 

「いまお 売りに なっても 損です から、 ぉぁづ かりし と 



銅貨 を 貰 ふと 子供 は 走って 雨の 中 を 出て 行った。 若 

い 主人 は 「此 辺の 子供 は 仕様がない」 と 言って、 立ち 

あがる と、 呆ん やりつ、 立って ゐる 私へ、 馬 琴の 燕 石 

襍 志と 云 ふの を 出して 見せて くれた。 和綴じの 六 冊 本 

で、 馬 琴の 覚書き の やうな もので あつたが、 西 鶴の こ 

とに ついての 小伝 記 は、 立って 読んで ゐる 私に も 大変 

面白かった。 

「これ、 どの位な の？」 

「案外 安い ン でございますよ。 拾 円 位なら 手放しても 

よろしう ございます。 虫 ひとつ 食って ない のです から 

珍ら しう) J ざいます よ I 



の噓に 安々 とだ まされて やらなかった 自分に 腹が立つ 

て 来て、 こんなに、 あの 子供の こと を 思 ひ 出す の は、 

自分が まだ あの 子供に 呪 はれて ゐ るの だら うと 思 ふの 

だ —— 何時もの 踏切の 前まで 来る と、 サイレンが 鳴リ 

始めた。 青い 合羽 を 着た 女の子が 一 人、 力 アキ 色の 合 

羽 を 着た 男の子が 二人、 ぼつん と 電車の 通る の を 待つ 

てゐ た。 私 は、 その 子供達の 後へ 行く と、 

「いま 学校の 帰りな の？」 

と 尋ねて 見た。 

子供達 は 吃驚した やうな 顔 を 私に 向けた が、 急に 子 

供 同志 顔 を 見合せ てく すりと 笑って、 肩 をち、 V めた。 
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